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現場からの声

進歩を遂げた肝炎治療を届けるために



  

「「第第 1111 回回  地地域域肝肝炎炎治治療療ココーーデディィネネーータターー教教育育セセミミナナーー」」  
【日本医師会生涯教育講座1.5単位認定】取得カリキュラムコード・地域医療/12、慢性疾患・複合疾患の管理/73 

 

謹啓  

早春の候、皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。この度、下記のとおり、セミナー

を開催させて頂く運びとなりました。万障お繰り合わせのうえ、ご出席賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

地域肝炎治療コーディネーター又は医療従事者の方で、参加可能な方はFAXにて、別紙申込み用紙をご送付くださ

い。なお、申込みは 4月28日（木）までとさせていただきます。ご協力頂きますようお願い申し上げます。 

謹白 
 

記 

日  時： 平成 28 年 5 月 12 日（木）18:30～20:00 

場  所： ホルトホール大分 3 階『大会議室』 
        大分市金池南一丁目 5 番 1 号（代表）TEL 097-576-7555 

テ ー マ： 「 進歩を遂げた肝炎治療を届けるために 」 

 

 
総合司会    大分大学医学部附属病院  消化器内科 織部 淳哉 先生 
  

  

  

【【  話話題題提提供供  11  】】    1188::3300  ～～1188：：5500  （（2200 分分））  

 

座長 ： 大分大学医学部附属病院  消化器内科  遠藤 美月 先生  

  

「「肝肝炎炎治治療療のの最最新新情情報報」」  
  

 演演者者：：大分医療センター 消化器内科医長  山下  勉 先生  

  
【【  講講  演演  】】  1188：：5500～～1199：：1100（（2200 分分））            

 

 座長 ： 大分大学医学部附属病院  消化器内科  遠藤 美月 先生  

 

「「  今今ここそそ、、たたたたけけ！！肝肝炎炎ウウイイルルスス  とと  肝肝炎炎シシーールルのの普普及及にに向向けけてて  」」  
  

演演者者：：  大大分分大大学学医医学学部部附附属属病病院院  消消化化器器内内科科  本本田田  浩浩一一  先先生生  

  

  

[[全全員員参参加加ののデディィススカカッッシショョンン]]      1199：：1100～～2200：：0000（（5500 分分））  

  
司司会会  清清家家正正隆隆  
  

ココメメンンテテーータターー  ：：  荒荒川川光光江江  所所征征範範  遠遠藤藤美美月月  大大河河原原均均  成成田田竜竜一一  香香川川浩浩一一  各各先先生生  

  

～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～ ・・ ～～  
※※会場の駐車場は数に限りがありますので、ご来場の際は徒歩または電車バス等の公共交通機関をご利用いただきますよう、 

ご協力をお願いいたします。                                      

＜主催＞大分大学医学部附属病院 肝疾患相談センター  

＜後援＞大分県・大分県医師会・大分県薬剤師会・大分県看護協会 



こんなに変わった！C型肝炎治療 

 

大分医療センター 消化器内科  山下 勉 

 

ここ 1～2 年の間に C 型肝炎の治療はインターフェロンを中心とした治療からインターフェロンフリ

ーの内服薬のみの治療に大きく変化した。 

インターフェロンフリーの内服治療はこれまでの治療と比較し、副作用が少なく、抗ウイルス効果

は高いといわれている。当院でインターフェロンフリーの治療を導入した症例を紹介する。 

現在 1型の C型肝炎ウイルスに対する治療薬としてはダクラタスビル・アスナプレビル 

、ソホスブビル・レジパスビル、オムビタスビル・パリタプレビル・リトナビルの3種類があり、耐性ウ

イルスの有無や心疾患の有無、腎機能障害の有無等を考慮し薬剤を選択している。2 型について

はソホスブビル・リバビリンのみである。 

いずれの薬も抗ウイルス効果は良好で、問題となるような副作用もほとんど認められていない。 

今後の課題として、透析患者への治療や非代償性の肝硬変の方への治療、また、治療後の発癌

の問題などがあげられる。 



今こそ、たたけ！ 肝炎ウイルスと肝炎シールの意義について 

 

大分大学医学部消化器内科 本田浩一 

 

Ｂ型・Ｃ型慢性肝炎ウイルスに現在感染している者は、全国で合計 300-370 万人と推計さ

れており、国内最大級の感染症です。平成 22年に肝炎対策基本法が制定され、肝炎ウイル

ス無料検査や治療助成制度が始められましたが、検診を受ける者が少ないことや、ウイルス

検査が陽性であっても適切な治療に結びついていないことが問題となっています。 

大分大学における C 型肝炎経口抗ウイルス薬治療者へのアンケート調査から、大学病院

で治療を受けた患者さんの多くは、かかりつけ医あるいは大学の主治医から勧められて、治

療が導入されているという状況が明らかとなりました。医師から治療についての説明を受

けたにもかかわらず、治療前に不安を感じている患者さんが多いということもわかりまし

た。これらのことより、肝炎患者さんが適切な治療を受けるためには、肝炎に関する情報を

得るだけでなく、医師から治療に関する説明を受けることが重要と考えられました。 

現在、大分県では大分市、別府市、中津市において C型肝炎抗体検査陽性者に対し、「た

たけ！肝炎」リーフレットを郵送し、医療機関への受診や肝疾患相談センターへの相談を呼

びかけています。また、大分県内の全ての診療所に C 型肝炎治療患者説明用「たたけ！肝

炎」リーフレットを配付しました。肝炎検査を受けたことがあっても、自身の肝炎検査の結

果について知らない人が多いことも、大きな問題点と考えられます。そのため、薬剤手帳添

付用肝炎シールを作成し、今後、薬剤師会と連携して患者さんに配布していく予定です。 

 現在、B型肝炎、C型肝炎とも副作用のほとんどない薬で、高率に治すことができるよう

になりました。治療を要する人が適切な治療を受けることができるように、今後も継続的な

取り組みが必要です。 

 

 

 


